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●ミラクル 

 

お元気でいらっしゃいますか？ 

４月下旬から札幌の実家に来ています。今年の連休から賛美指導などを始める予定でいたのですが、準備が足り

ないことを思わされ、５～６月のコンサートの準備と併せて、みことばの学びや賛美資料の翻訳に集中していま

す。そのような中ですが、先週末は、家族と共に、函館、松前に行ってきました。どこも桜が満開でしたが、私

は、何よりも、北海道の雄大さと、緑が織りなす自然の美しさに感動しました。（写真上） 

 

 

●北海道のキリシタン迫害 
松前は、もともとアイヌの人々の土地でしたが、この地の豊かさに惹かれ、早くから和人が入って来ました。1606

年には、松前藩が立てられ、“北の京都"と呼ばれるほどの栄華を極めました。 

 

私は今回松前を訪れて、北海道でもキリシタンが処刑されたことを、

初めて知りました。キリシタン禁教令が出されたのは、1613 年で

す。しかし、禁教令に従わないクリスチャンは、まず津軽藩に流刑

されました。そのうち津軽藩でもキリシタン弾圧が激しくなり、ま

た東北地方に大飢饉が起ったため、1617 年、３～５万人の砂金堀

りに交じってキリシタンも北上し、松前藩領地の大千軒岳金山で働

きました。 

 

当初、「松前は日本ではない」と豪語し、キリシタンを寛大に扱っ

ていた松前藩主でしたが、幕府の厳しい命により、1639 年、つい

にキリシタンを処刑しました。藩の記録には、106 名のキリシタン

が処刑されたと書かれてあります。そのうちの 50 名が、冒頭の写

真の向こうに臨む大千軒岳で処刑されました。 

 

ちなみに、日高地方の様似（さまに）付近に、「キリシタンナイ」

と呼ばれる川があります。もともとの名前は「キリイカシ」で、「キ

リシタン昔有り」から名付けられたと言われています。川のほとり

の立て看板にはこう書かれています。「キリシタンの反乱で有名な島原の乱で敗れた一党が世をしのんだ由来の

地である」。歴史の浅い地だとばかり思っていた北海道の歩みに大きく目が開かれた時となりました。 

 



●ミラクル（アドベント組曲） 
東日本大震災から２ヶ月が経ちました。 

先日、福島第一バプテスト教会の佐藤彰先生の YouTube

のお証しを聞いて、大変感動しました。 

http://www.youtube.com/watch?v=yv58R-a91CI  

この YouTube がアップデートされたのは、４月２４日

のイースターでしたが、お証しの内容が、同日、私が大

阪のコンサートで歌ったAdvent Suite（アドベント組曲）

への思いと重なり、とても嬉しくなりました。 

 

「アドベント組曲」は、その名の通り、キリスト降誕を

待ち望むアドベントのために作られた曲です。今年この

曲に出会ったとき、是非イースター・コンサートで歌いたいと思いました。曲は、「あなたは“ミラクル”が来る

ことを信じますか？」で始まります。“ミラクル”とはイエス様のことです。そして、「私たちは彼とともに水の上

を歩くようになる」がこの曲の山、中心メッセージです。ひとことで要訳するなら、「あなたが”ミラクル“が来

ることを信じるなら、彼とともに水の上を歩くようになる」、と歌っている曲です。 

 

楽譜が入手できなかったので、まずメロディーを録音から採譜し、英語に堪能な教会の姉妹たちに不明な歌詞の

部分を聞き取ってもらいました。そうまでしてこの曲を歌いたいと思ったのは、理由があります。 

 

ひとつは、今回の東日本大震災です。今は、言葉に表せないほどの大変な状況だけれど、この苦難を通して神が

成してくださろうとしている偉大なみわざを見させていただきたい、と思ったからです。 

 

もうひとつは、私自身が、今回の大震災を通して深い悔い改めに導かれ、また、毎朝の「詩篇」の祈りを通して、

「私ためにすべてを成し遂げてくださる」「いと高き神」（詩篇 57：2）を、確信するようになってきたからです。

「自分には神に呼ばわる以外何もできない、しかし、神が私たちのためにすべてを成し遂げてくださる。主への

奉仕も、主が備えてくださること。そして、偉大なるみわざをなしてくださる神は、あのペテロのように、私た

ちをも共に水の上を歩かせてくださる」。と、心から思わされるようになってきたからです。そして、この偉大

な主をコンサートで紹介させていただきたい、いや、コンサートに来てくださった皆さんと共有させてほしい、

と思ったのです。 

 

最初、絶望状態だった佐藤先生は、次第に、神のプ

ログラムに乗せられた“不思議”を体験するようにな

りました。「私たちの教会は、好きでこうなったので

はないけれども、神様に選ばれて被災したことが分

かりました」「私たちは、毎日ペテロが水の上を歩い

た体験をしています」「こんな素晴らしい体験をする

ように選ばれたことを、心から感謝しています」。私

たちの想像を絶する大変なご苦労がたくさんあるに

違いない状況の中で、何という素晴らしいお証しで

はないでしょうか。 

 

被災地の皆さんのような劇的な状況ではないにしても、真剣にイエス様を愛し、毎日みことばに聞き、毎日悔い

改め、いつも祈り・・・そうやって、神様だけに目と心を向けて行くなら、一見平凡に見える私やあなたの生活

の中にも、必ずや神の”ミラクル”を体験することができると確信しています。 

 

 

http://www.youtube.com/watch?v=yv58R-a91CI


アドベント組曲 ADVENT SUITE John Michael Talbot  

 

あなたは、“不思議”が来ることを信じますか？ その“不思議”があなたを誘うことを信じますか？ 

 そして彼の死を通して生きるようなることを？ イエスの中に生きるようになることを？ 

  

“慈愛”が来ることを信じますか？それが唯一の律法であり、それに従うために来られることを？ 

そして彼の死を通して生きるようなることを？ イエスの中に生きるようになることを？ 

  

鷲が鳩と空を飛ぶようになることを信じますか？ 民の中からひとつのバラが咲き出でることを信じますか？  

ハレルヤ！ 

  

聞け、おおイスラエルよ、すべての国民が彼によって生まれ変わることが出来る。 

すべての国民が彼によって生まれ変わることが出来る。 

  

マリアから生まれたイスラエルの幼子は、 

力ある主の恵みによって生まれた。 

マリアは、処女から生まれた子、 

救い主の母となる。イエスの母となる。 

 

(リフレーン)  

私たちは彼とともに水の上を歩む。 

メシアは確かに来られる。 

私たちは彼とともに水の上を歩む。 

私たちは彼とともに生きる。 

天の御父が彼とともにおられるように。 

聖霊なるお方が彼とともにおられるように。 

  

柔和に卑しい身となって彼は来られる、 

そして、この世に、馬小屋の中でお生まれになった。羊飼いのもとに来られる、貧しい者のもとに来られる。 

そして確かに彼は王の王としてあがめられる。 

  

彼は道を示し、力強い御手をもっておごり高ぶるものを追い散らし、心へりくだった者たちを高く上げてくださ

る。 

 

（リフレーン） 

おお、メシアは確かに来られた。メシアは確かに来られた。 

  

あなたは、“不思議”が来ることを信じますか？ その“不思議”があなたを誘うことを信じますか？（私訳） 

 

●感謝！ 
♡４月２４日の北浜チャーチのイースター・コンサートは、主の溢れるご臨

在を感じながら、コントラバスの小林秀美さん、ピアノの野田常喜さんと

心を合わせて賛美させていただくことが出来ました。小林さんとは初共演

でしたが、歌詞の語るところを、神を求める純粋な心をもって賛美の音色

を重ねてくださいました。優れたアレンジャーでもあるピアニストの野田

さんは、徹夜でパート譜を作成してくださいました。「ドロローサ」の歌

では、北浜チャーチの兄弟が編集してくださった、歌詞の内容にぴったり

合った映画「パッション」の編集ビデオを同時に流しました。十字架のシ

ーンでは、多くの方が心揺さぶられたようです。主が、コンサートで蒔か



れた福音の種を芽生えさせてくださるようにお祈りください。 

 

♡ミャンマーの孤児院「希望の家」の近況を、ニュースレター42 号  

で報告させていただきましたが、先週、M 宣教師から、土地購入の献 

金が満たされ、孤児院建築が開始、８０％が完成したとの連絡が入り 

ました！この「希望の家」も、これまで、さまざまな困難に直面しな 

がら、神様の素晴らしい「ミラクル」を体験しています。これからの 

必要が満たされますように、建設に関わるすべてを主が守り導いてく 

ださいますようお祈りください。 

 

 

●5 月のコンサートのためにお祈りください 

♡5 月 22 日の泉北ニュータウン教会コンサートでは、付属幼稚園の親御さんたちも来られる予定です。４０年

間教会を導いてくださった主に感謝し、よき伝道の場となりますように。 
 

♡２３日からは、メッセンジャーの黒田禎一郎師、ピアニストの野田常喜さん、通訳の荘田欽二さんと共に台湾 

ツアーです。私たちが霊的一致をもって主に仕えることができますように。奉仕する教会において、御霊の力

によって福音を宣べ伝え、砕かれた霊をもって主をほめたたえることができますように。主が、コンサートに

来てくださる方々のたましいに語りかけてくださいますようお祈りください。 

 

5 月 22 日（日）泉北ニュータウン教会 40 周年記念コンサート 14:00~  

連絡先： 072-291-3222       

 

23 日（月）～30 日（月） 台湾コンサートツアー 

24 日（火）台北、雙連三芝老人ホーム 14:00～17:00 

25 日（水）台北、雙連教会松年大学 10:00～12:00 

27 日（金）台中、水湳教会 19:00～ 

29 日（日）台北、艋舺教会 10：00～、雙連教会賛美集会 19:30~ 

 

美しい 5 月、主にあって素晴らしい日々を過ごされますように！ 

被災地の皆様と救援活動に奮闘なさっている皆様には、主の格別な力と溢れるご愛を心からお祈りしています。 

 

主の祝福を祈りつつ 

 

 

 

Atsuko Kudo 

http://atsukokudomm.com/pdf/newsle42.pdf
http://www1.odn.ne.jp/senboku-ntc/

